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概要

APNIC  (Asia Pacific Network Information Center)

イ ン タ ー ネ
 ッ
ト の で削 ト イ ン タ ー ネ ッ ト プ ロ ト コ ル ア ド レ ス 、

ΛS 喬 りｰな と勹 はljl:剔'削 こ認､蔵 さ れ た 独 特 の 香 り･で あ る こ と が 要

求 さ れ る た め 、1 ΛＮＡ(lnlerIK･ に 丶ｓｓｉｇｎｃｄ Ｎｕml)ｃrs Λｕlhol･il､･j

を 頂 点 と し た レ ン ズ ト リ ー と 呼 ば れ る 組 織 が そ の 竹 理 を し て い

る　 ΛPNIC は1 ΛＮΛの ド に あ る3 つ の 地 域 レ ン ズト リ ー の| り で 、

ア ジ ア 太 平 洋 地 域 を 批 肖 し て い る　 Λ Ｐ ＮＩＣ の ド に は

CoIlfe ＆r ａｌｉｏｎ と呼 ば れ るISP の グ ル ー プ と 佃 々のISP がＡＰＮＩＣの

会 口 と い う 形 で 位 置 し て い る　 地 域 レ ン ズ ト リ ー は ΛＰＮＩじ の ほ

か に ヨ ー ロ
　ッ ハ
を 担 肖 す るKIPC ＮＣＣ と 巾 北 ア メリ カ と ア フ リ カ

な どを11りliす る ΛＲＩＮ が あ る　L 丶ＮΛ を 介 め 、 こ れ ら の レ ン ズ ト

リ ー は そ れ に っ な が る 会 口 の 支援 に よ っ て 成 り ヽI/レJ て お り 、 そ

れ ぞ れ の 会ii(ﾉ) ヽy場 や 心 志 がly･F さ れ る し く み 匚 な-J て い る

２。歴史的背景

ΛPNIC はこ のようにして1993 年9 川にパイロ ットプロジェ クト

として兒足し　1991 年､lj｣に は 地域レン ズトリー としてＬ丶ＸＡか

らIIﾐ式 に インター ネッ 】ヽ資 源の楠限 委､浪を受け た　 ほかの イン

ター ネ 　ッ|･ 関 連組織とIli]じく 、ΛPNIC も はじめは寄付に よる資

金とボランテ ィアの努力に よって運営 されてい たが、ア ジア人

ヽ|叮冖也いくの インター ネットの 成長、ほかの地域 との|嶌力関係の

必要竹を鑑み、1996 乍IJ｣30 凵に セ イシ.１こル杙和国にて介法的に

段ヽyされた　 これにより、同 年6Jj 凵| よりΛPNIC の 運営を 会口

;ljl]とし ΛPNIC か ら の資源提供を唾けたい糾織は 会口とな､J て

会賞を収める とい う 万法が とられる ようにな９ だ　 現 化まで

ΛPNIC は さ まざまな理山により、た９ だ3 人のフルタイム スタ･ソ

ワ匚よってなんとか 汞り叨９て きた　 しかし、非営 利団 体とし

てjl榠爿幾関であるΛPNIC が 川 本に存作するこ とは容易ではなく、

1997 年6JI にマ レーシアの クアラ ルンプールで開かれたΛPNIC の

年 時会議で、 本部をオーストラリアのブリ スベンに移すこ とが

提案され、II｣･決 さ れた　 また、鳥橋徴がエ グゼ クテ ィブ カウ ン

セ ルに選ぼれた

研究教育機関で 開発、 発展した インターネットはめざ ましい

成長を遂げ、1 つ の組織で資源竹J111をす ることが邨しくな､Jて き　　3.  APNIC の 業 務と 活動内 容

だ　 そのため、RFC1366 の 中で 地域レン ズトリード 資源竹理を

任せ、階j･詢114造 を採る新しい 万法が紹介された　 川92 乍 川 に∃　　　 ΛPNIC は インター ネ･ソト資源の割り当て、その拈 出デー タベ

ーロ
　ッパでＲＨｊＥ ＮＣＣが発足する　リム アジア 太平汀亅也域で も　　 ースの竹J:111、 逆 引 きド メイン名のを仟／|剤E=11提 供 をそのiﾐ な 叉

1992 年 凵｣ にΛPCCIRN ･ Λｓi;I P;lcifi(･Ｃｏｏr(lin;１１１０ｎ Committee　　 務としている　 ＡＰＮＩＣはIS0  3166で 規定された国々のトッフレペ

f,)ｒ IiilemmtincknUi 囗 祕ｓｅａｒｃｈ Ｎtヽ tｗｏrkｓ〕 ミーテｆングで、地　　 ルド メイン1'1にっ いては、Jぷ本的に関'j･し ない姿勢を と。てい

域レン ズトリーの設ヽI(が 議論された　 陂にΛPN( 凵 Λｓi;I P;lcil'ic　　るが、 歓問を受ければ、その川のド メイン名竹即 外の精 報は捉

Ｎｃｌｗｏrkil以【;rｏ叩 】と名を改めたΛPCCIRN は 、現 作でもアジ　　 供レ ている　 雌近は スハムと呼ばれる リJ‘的に送り付ける広Ｎ、

アじ| 頌l地 域における インター ネット(ﾉ)リ ー ダー的 役割を努め　　 メール爆弾、 システムへの 不法似人などの かI'jがΛPNIC に 多く

ており、多くの引11j家 に よってさまざまな活動が 行われている　　　 寄せられている　それは剔､ わじをARIN の デ ータベースで引くと、

図Ｉ　 ＡＰＮＩＣの ホ ー ム ペ ージ　http:/y ｗｗｗ.apnic.net/
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図2　 各ＮＩＣの関係



資料8-1-1　1Pアドレスの国別割り当て数(1997 年1年間）

日 本

韓 国

中 国

台 湾

香 港

AP Q 多 国 籍 ）

マレ ー シア

オ ース トラ リア

イン ドネ シア

タ イ

シン ガポ ール

皿　　 丶丶¶　－　 ・－ｉ － ン ーフ ン ト

フ ィリ ピ ン

イ ン ド

フ ィジ ー

モン ゴル

パ キ スタ ン

ス リラ ン カ

バ ン グラデ ィシュ

０
200,000 400.000

202 7 、2 】07 、61 8 ぴ)ア ド レ ス は 个ヽ て Λ ＰＮＩＣ に 属 す る と 表 示 さ

れ る こ と 、 た と え Λ ＰＮＩＣ の デ ー タ ベ ー ス を 検 索 し て も 、 そ の オ

ゾ ン､１. ク ト に 出 て く る ぐ て の メ ー ル ア ド レ ス に かj'II｣:を 送 る 傾 向

が あ る た め 、 デ ー タ ベ ー ス 竹 理 を し て い る 我 々 の と こ ろ に 毎 凵

読 み き れ な い ほ ど の 数 の メ ー ル が く る た め 、 そ の 処J111 に も 皿 を

悩 ま せ て い る　 そ の 他 、 年11111 開 か れ る ΛPRICO  T し＼sin Pacific

l祕 如)l 】ａ囗11t ｃrlR･I Collft ヽrｅｎａ９) 】囗)pcl･ational Ｔｅｃｌｍ ｏｌｏＭｉｅｓ} と

い う ア ジ ア 太 ﾄヽﾞ汀亅也 域 の 人 た ち の た め の 教 青 川 の イ ン タ ー ネ ッ

ト コ ン フ ァ レ ン ス も 後 援 を し て お り 、 ＥＣ Ｅ Ｒ Ｔ べごｏ ｍ ｐｕlcr

l{ｍｃrｇｃｌｌｃy ｋ ｓl}ollｓｃ Ｔ(=ｑ ｍ) を ΛPNIC の 会 Ｈ の た め に､ 没117 し て

は ど う か｣ と い う 声 も 出 て い る

４．ＡＰＮＩＣの将来 の展望

現作ΛPNIC の 本 部は|刪 削､削邯心にあるテレコムセンターにii'1111

か れているが、オーストラリアのブリ スペンヘの 移転の準=備 も

着そと進んでいる　 本部が移ればホ ストマ スターをａ め、技 術

スタ･ソフの 数も増え、サービ スも向ll し てい くもの 回り｣待 され

る　 り まで スタッフ小足のため 石Ｆできなか､.Jだ ツー･ﾚ の 開 発

(デー タベー ス、チケ･プディングシステム、自動依軸､|;:チ ェ ッカ

ーなと勹　も近 々完 成し、よりIII･く、 より俑かな帖 Ⅲが 僣られる

よ引 こなる

この ところ ア ジア経 済 は低 迷し てお り 、そ の 彰響 からか

ΛPNIC の 会 以の総数が去年からあまり川えて はいない　 会ll契

約の 史新をしなかっ たり、 会Ｈの 仲別をLarjji1やMcdi ｕｍ から

Sm 汕 に 落とした所も少なくなか､.Jだ　 しかしこれは、雨後の竹

のjリ) ように増えたISP が 今、生き残りをかけて努yJ を している

ということかもしれない 一

新しいＡＰＮＩＣスタッフは、これからアジア 尨宇洋｣也域のISP の

教 育にも力を入れることにしている　 それにより、インターネ

１９ ７
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EIXI APNIC 資料を元に作成

川ヽ ヽコ ミユニテ での甚奨する技術を持９ たISP が 増 えて くると間

待される

今年の 初めにΛPNIC の 段 ヽy.時 か ら力を尽くしてきたデ ィレク

タージ.１こネラルのI)ａ､･id R C,)11r;ldが 一応ΛPNIC の安 定した運営

を にJII;け た として 辞意を衣明し た　 ちょうど 本部が移るこの時

朗にデ ィレクター ジェ ネラ ルを含め、ほ とん どの スタッフが変

わり、新乍ＡＰＮ]Ｃが､誕生する

（チョング・フ ォンダ・力ｆ‥ ΛＰＮＩＣホストマ スター）

資料8-1-2　 ＡＳ番号の割り当て回数 （97 年 度）

イ ン ド　 １

ｒ 詈771 APNIc資料を万に作成

インターネット白書'98  A



http://IWParchives.jp/
mailto:iwp-info@impress.co.jp



